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「
無
償
」
に
な
る
の
は
一
握
り

制
度
を
理
解
し
て
学
生
を
支
援

　

一
時
期
よ
く
聞
か
れ
た
「
大
学
の
授
業
料
無
償

化
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
「
高
等
教
育
の
負
担
軽
減
」
を
経

て
、
現
在
は
「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」

と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
後
述
し
ま
す
が
、
授
業
料
が
無
償
に

な
る
学
生
が
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
た
だ
、
大

学
生
の
全
員
が
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
対
象

に
な
っ
て
も
授
業
料
が
割
引
に
な
る
だ
け
で
タ
ダ

に
な
ら
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
貯
蓄
が
進
学
費
用

に
追
い
付
か
な
い
保
護
者
が
、
こ
れ
で
わ
が
子
も

大
学
へ
行
け
る
と
喜
ん
だ
の
に
、
後
か
ら
違
う
と

わ
か
っ
て
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
誤
解
を
招

き
か
ね
な
い
「
無
償
化
」
の
文
字
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
イ
ン
パ
ク
ト
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
制

度
の
理
解
の
た
め
に
は
適
切
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
制
度
は
、
学
費
が
タ
ダ
に
な
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
高
等
教
育
を
受
け
る
学
生

の
学
費
と
生
活
費
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の
と
理

解
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

支
援
は
割
引
と
給
付
の

２
本
立
て

　

制
度
の
名
称
に
「
高
等
」
と
あ
っ
て
も
、
対
象
と

な
る
学
校
の
中
に
高
等
学
校
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
高
等
学
校
は
中
等
教
育
の
範
囲
だ
か
ら
で
す
。

高
等
教
育
は
高
等
学
校
卒
業
後
の
学
校
を
指
し
、

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課
程
（
専
門

学
校
）
・
高
等
専
門
学

校
（
高
専
）
４
年
次

以
上
が
こ
の
制
度
の

対
象
で
す
。

　

制
度
の
目
的
は
、

高
等
教
育
を
受
け
た

い
と
い
う
強
い
希
望

を
持
つ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
な
理

由
で
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
低
所
得
家
庭

の
学
生
の
進
学
を
支

援
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
等
教
育
を
受
け

た
人
は
そ
う
で
な
い
人

よ
り
も
生
涯
賃
金
が
高
い
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま

す
。
育
っ
た
家
庭
の
経
済
状
況
で
次
世
代
の
経
済

状
況
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
目
的
の
１
つ
で
す
。
支
援
の
中
身
は
２
つ
。
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
学
生
は
「
①
授
業
料
と
入

学
金
の
減
免
」
「
②
給
付
型
奨
学
金
の
支
給
」
を

セ
ッ
ト
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
【
図
表
１
】
。

減
免
額
は
４
年
間
で

最
大
３
０
０
万
円
超

　

減
免
の
対
象
は
、
入
学
金
と
授
業
料
で

す
。
国
立
大
学
の
減
免
上
限
額
は
、
入
学
金

28
万
２
０
０
０
円
、
授
業
料
年
額
53
万
５
８
０
０

円
。
私
立
大
学
は
入
学
金
26
万
円
、
授
業
料
年
額

70
万
円
で
す
。
減
免
上
限
額
が
４
年
間
適
用
さ
れ

る
私
立
大
学
生
の
場
合
、
３
０
６
万
円
（
＝
入
学

金
26
万
円
＋
授
業
料
70
万
円
×
４
年
間
）
を
納
め

ず
に
す
む
の
で
す
。

　
「
上
限
額
」
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
学
生

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
は
非
課
税
で
は
な
い

け
れ
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
第
Ⅱ
区
分
の
学
生
は
上
限

額
の
３
分
の
２
、
第
Ⅲ
区
分
は
３
分
の
１
が
減
免

に
な
り
ま
す
。

「大学無償化」の対象は住民税非課税世帯の国立大生のみ。
準ずる対象にも該当しないようなら、今後も家庭での教育
資金準備は欠かせない。

[ すがわら・なおこ ]
教育資金コンサルタント、
ファイナンシャルプラン
ナー。学校や地方自治体、
企業等で子育て世帯にかか
せないお金の知識をわかり
やすく解説。

らいふでざいん菅原
おふぃす代表

菅原 直子

進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
！

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」は

授
業
料
減
免
と
給
付
奨
学
金
の
２
本
立
て 

【図表１】 高等教育の修学支援新制度イメージ

① 授業料と入学金の減免 ② 給付型奨学金の支給

一定の条件を満たしている学生
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国
立
大
学
の
減
免
上
限
額
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
入
学
金
お
よ
び
授
業
料
の
標
準
額
と
同
額

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
国
立
大
学
生
は
、
納
め
る
べ
き
授
業

料
等
と
減
免
さ
れ
る
金
額
が
同
じ
に
な
り
、
自
己

負
担
は
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
無
償
」
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

た
だ
し
、
無
償
に
な
る
の
は
、
大
学
側
が
設
定

す
る
入
学
金
と
授
業
料
が
標
準
額
で
あ
る
こ
と
が

前
提
条
件
で
す
。
国
立
大
学
は
、
法
律
で
定
め
る

標
準
額
の
２
割
増
し
ま
で
値
上
げ
し
て
い
い
の

で
、
標
準
額
よ
り
も
高
い
授
業
料
だ
と
無
償
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
芸
術
大
学
は
２
０
１
９
年
度
以
降
入
学

者
の
入
学
金
と
授
業
料
を
２
割
増
い
っ
ぱ
い
の

33
万
８
４
０
０
円
と
64
万
２
９
６
０
円
に
し
て
い
る

の
で
、
減
免
上
限
額
に
該
当
す
る
学
生
の
場
合
は
４

年
間
で
約
49
万
円
の
自
己
負
担
が
残
り
ま
す
。

　

私
立
大
学
は
、
授
業
料
以
外
の
学
校
納
付
金
が

あ
り
、
施
設
設
備
費
等
は
制
度
の
対
象
外
で
す
。

第
Ⅰ
区
分
に
該
当
す
る
学
生
の
場
合
、
在
席
す
る

大
学
の
授
業
料
が
50
万
円
で
施
設
設
備
費
が
20
万

円
と
す
る
と
、
減
免
に
な
る
の
は
授
業
料
の
50
万

円
の
み
。
学
校
所
定
の
授
業
料
が
減
免
上
限
額
を

下
回
る
と
き
、
余
っ
た
金
額
が
授
業
料
以
外
の
学

校
納
付
金
に
充
当
さ
れ
た
り
、
学
生
に
支
給
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
付
型
奨
学
金
の
担
当
は
日
本

学
生
支
援
機
構
で
、学
校
が
窓
口

　

授
業
料
全
額
が
減
免
と
な
っ
た
学
生
が
、
学
生

生
活
を
悠
々
と
送
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
学
業

面
で
は
教
科
書
代
や
パ
ソ
コ
ン
代
、
通
学
費
が
か
か

り
ま
す
し
、
生
活
費
も
必
要
で
す
。
学
ぶ
時
間
を

差
し
引
く
と
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
時
間
は
限
ら
れ
、
十

分
に
稼
ぐ
こ
と
は
ま
ま
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

　

学
業
を
修
め
る
た
め
に
必
要
と
す
る
、
授
業
料

以
外
の
お
金
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
給
付
型
奨
学

金
で
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
担
当
し
ま
す
。
学

生
の
手
続
き
窓
口
に
な
る
の
は
、
大
学
進
学
前
は

高
校
で
、
大
学
進
学
後
は
大
学
で
す
。
給
付
額

は
、
国
公
私
立
の
別
と
住
ま
い
、
世
帯
の
家
計
基

準
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
【
図
表
２
】
は
非
課
税
世
帯
で
あ
る
第
Ⅰ
区
分
の

減
免
上
限
額
と
奨
学
金
給
付
額
で
す
。
第
Ⅱ
区
分

の
減
免
額
と
給
付
額
は
第
Ⅰ
区
分
の
３
分
の
２
、

第
Ⅲ
区
分
は
３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

選
考
基
準
は
本
人
の
学
力
と

世
帯
の
家
計

　

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
は
、
本
人
の
学

力
が
一
定
基
準
以
上
で
あ
る
こ
と
と
、
世
帯
の
家
計

が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

大
学
進
学
前
に
申
し
込
む
場
合
の
学
力
基
準

は
、
高
校
等
の
成
績
が
５
段
階
評
価
で
３
・
５
以

上
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
学
習
意
欲
が
高
校
等
で

確
認
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

家
計
基
準
は
、【
図
表
３
】
の
よ
う
に
収
入
と

資
産
両
方
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
資
産
基
準
額
に
含
め
る
の
は
現
金
や
預
貯

金
、
有
価
証
券
な
ど
で
、
不
動
産
は
含
み
ま
せ

ん
。
証
明
書
の
提
出
は
不
要
で
す
が
、
虚
偽
申
告

し
て
い
な
い
旨
の
誓
約
書
を
提
出
し
ま
す
。

貸
与
型
奨
学
金
と
の
合
わ
せ
技

に
は
制
限
あ
り

　

授
業
料
等
が
減
免
さ
れ
奨
学
金
を
給
付
さ
れ
て

も
、
学
生
生
活
を
送
る
に
は
ま
だ
お
金
が
足
り
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。
学
生
生
活
の
資
金
不

【図表２】 第Ⅰ区分の減免上限額と奨学金給付額

昼間制
減免上限額 奨学金給付額

授業料 
（年額）

入学金 
（１回のみ） 住まい 月額 年額 

（参考）

大学
国公立 535,800 282,000

自宅 29,200 350,400
自宅外 66,700 800,400

私立 700,000 260,000
自宅 38,300 459,600

自宅外 75,800 909,600

短大
国公立 390,000 169,200

自宅 29,200 350,400
自宅外 66,700 800,400

私立 620,000 250,000
自宅 38,300 459,600

自宅外 75,800 909,600

専門学校
国公立 166,800 70,000

自宅 29,200 350,400
自宅外 66,700 800,400

私立 590,000 160,000
自宅 38,300 459,600

自宅外 75,800 909,600

（単位：円）
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足
を
補
う
制
度
と
し
て
貸
与
型
奨
学
金
を
検

討
す
る
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
給
付

型
奨
学
金
を
担
当
す
る
日
本
学
生
支
援
機
構

で
は
、
無
利
子
の
第
一
種
奨
学
金
と
有
利
子
の

第
二
種
奨
学
金
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

有
利
子
の
第
二
種
は
月
額
２
～
12
万
円
の

範
囲
で
希
望
す
る
額
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
将
来
の
返
済
に
つ
い
て
は
十
分
な
考

慮
が
必
要
で
す
が
、
制
度
上
の
制
限
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
無
利
子
の
第
一
種
に
つ

い
て
は
「
中
間
所
得
層
と
の
支
援
バ
ラ
ン
ス
の

観
点
」
か
ら
貸
与
額
が
制
限
さ
れ
ま
す【
図
表

４
】
。
第
一
種
奨
学
金
の
貸
与
上
限
額
か
ら
、

１
か
月
あ
た
り
の
授
業
料
減
免
額
と
給
付
奨

学
金
支
給
額
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
第
一
種

奨
学
金
と
し
て
借
り
ら
れ
る
額
に
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
学
ば
な
い
と

支
援
打
ち
切
り
や
返
還
も

　

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
対
象
に

な
る
と
、
原
則
、
大
学
等
の
正
規
の
修
学
期
間

の
最
後
ま
で
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
４
年
制
の
大
学
で
あ
れ
ば
４
年
間
の
支

援
が
約
束
さ
れ
る
の
で
す
。
た
だ
、
出
席
率
や

成
績
が
悪
い
と
学
習
意
欲
が
低
い
と
み
な
さ

れ
て
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
そ
れ
ま
で
の
減
免
額
や
給
付
額
の
返
還

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
。
支
援
を
受
け
続
け

る
に
は
、
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
学
費
や
生

活
費
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
激
減
し
た
学

生
の
た
め
の
「
緊
急
特
別
無
利
子
貸
与
型
奨
学

金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
末
ま

で
の
支
援
で
す
。
無
利
子
と
は
言
え
、
将
来
返
還

の
義
務
は
生
じ
る
の
で
安
易
に
お
勧
め
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
事
情
に
よ
る
退
学

を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

【図表３】 家計基準（収入基準・資産基準）イメージ

【図表４】 修学支援を受けた場合の無利子奨学金の額の調整

＜4人家族（本人・両親・中学生）で給与所得者1名のみ　
　の場合の年間収入目安＞

第Ⅰ区分
生徒と生計維持者の
市町村民税（所得割）
が非課税*1

第Ⅱ区分
生徒と生計維持者の支
給額算定基準額*2
合計      100円以上  
       25,600円未満

第Ⅲ区分
生徒と生計維持者の
支給額算定基準額*2
合計 25,600円以上    
       51,300円未満

収入基準に
該当しない

（資産基準）
2,000万円

収入基準・資産基準
両方に該当しない資産基準に該当しない

（収入基準）▲
約270万円

▲
約300万円

▲
約380万円

＊1　ふるさと納税、住宅ローン控除等の税額控除の適用を受けている場合、各区分に該当しない場合あり 
＊2　支給額算定基準額 ＝ 課税標準額×6％ －（調整控除額 ＋ 調整額） 

授業料等減免または給付型奨学金
の支給を受けた場合の

無利子奨学金の額（調整後）

無利子奨学金の貸与上限額
（調整前）

授業料の減免上限額/1か月あたり
＋

給付型奨学金の支給額
＝ ―

例：大学
第一種

（無利子）
貸与上限額

第Ⅰ区分：非課税世帯
（減免・給付 満額支援）

第Ⅲ区分：準ずる世帯
（減免・給付 1/3支援）

減免額 給付額 減免＋給付
合計

利用
可能額 減免額 給付額 減免＋給付

合計
利用

可能額

国公立
自宅 45,000 44,700 29,200 73,900 0 14,900 9,800 24,700 20,300

自宅外 51,000 44,700 66,700 111,400 0 14,900 22,300 37,200 13,800

私立
自宅 54,000 58,400 38,300 96,700 0 19,500 12,800 32,300 21,700

自宅外 64,000 58,400 75,800 134,200 0 19,500 25,300 44,800 19,200

第Ⅰ区分の
1/3

第Ⅰ区分の
1/3

第Ⅲ区分

（年収目安）
▲

約 270万円
▲

約 300万円
▲

約 380万円
▲

約 800万円

授業料等減免

給付型奨学金

第Ⅰ区分
第Ⅰ区分の

2/3

第Ⅰ区分の
2/3

第Ⅱ区分

貸与上限額
貸与奨学金

（第一種／無利子） 年収は4人家族
（ 本 人・両 親・
中学生）の場合
の目安

授業料等減免と給付奨学金受給の金額
によって、貸与型第一種（無利子）は
借りられなかったり金額を制限される

▲
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